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別紙

委員長　　　　開会宣言
議案第77号

総務課長　　　議案第77号　長久手市火災予防条例の一部を改正する条例について説明

水野(と)委員　消防法施行令の一部改正に伴う条ずれの改正とのことだが、具体的に何がどう変わるのか。
総務課長　　　検定対象機械器具と自主表示対象機械器具の品目の見直しである。具体的には、消防用ホース、結合金具、漏電火災警報器が検定対象機械器具から自主表示対象機械器具へ移行し、住宅用防災警報器が検定対象機械器具に追加となった。これにより、消防法施行令第37条第４号から第７号が削除され、第７号から第７号の３が第４号から第６号になった。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第77号　長久手市火災予防条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第77号は、原案のとおり可決
議第68号

財政課長　　　議案第68号　長久手市公共施設等整備基金条例の制定について説明

加藤委員　　　条例第４条（管理）第１項に「基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなければならない」、第２項には現金を有価証券に代えることができる規定もあるが、議会への報告はあるのか。

財政課長　　　例月出納検査結果として、監査委員事務局から毎月報告している。

加藤委員　　　今後は多額の費用を必要とする公共施設の整備は、どのようなものが見込まれるのか。
財政課長　　　当面の見込みとしては、東小学校の増築、長湫北保育園の建替え等が考えられる。そのような時に、今回の基金を含め財源の検討が必要になると考えている。
加藤委員　　　庁舎の建て替えは含まないのか。
財政課長　　　将来的な事項として庁舎建設も含む。

副市長　　　　基本的な考え方は、これから建設する様々な公共施設整備には補助金の確保をし、長期的に使うものは従来どおり基金を積み立て、それを使う。単年度で他の事業にしわ寄せがないようにすることは変わらない。財布（基金）が多いことで運用が難しくなっているのが現状である。庁舎建設基金、公共施設建設整備基金は統合し、将来の公共施設整備に使う。庁舎建設という名目は消えるが、目的は堅持したい。現在庁舎建設の具体的な案はないが、来年度から整備についての基本的な考え方を整理し、早急に提示できるよう努力したい。
委員長　　　　基金の組み換えに対する基準はあるのか。
財政課長　　　建設系基金として庁舎建設基金、公共施設建設基金を一つにまとめた。福祉の家施設管理基金、文化の家施設管理基金は、管理系基金として集約した。福祉施設建設整備基金、史跡保存整備基金、地域福祉基金は、災害や不測の状況等に対応するため財政調整基金へ組みかえる。

委員長　　　　保育園の整備等は、急がなければいけない。現状の基金は使い勝手が悪く、基金の組み換えをしたということか。
財政課長　　　集約することでより活用しやすい基金とすることが目的である。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第68号　長久手市公共施設等整備基金条例の制定については、全員が賛成。

議案第68号は、原案のとおり可決

議第69号

財政課長　　　議案第69号　長久手市公共施設等管理基金条例の制定について説明

質疑及び意見は特になく終了

討論
反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第69号　長久手市公共施設等管理基金条例の制定については、全員が賛成。

議案第69号は、原案のとおり可決

議第67号

財政課長　　　議案第67号　長久手市庁舎建設基金の設置及び管理に関する条例等を廃止する条例について説明

質疑及び意見は特になく終了

討論
反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第67号　長久手市庁舎建設基金の設置及び管理に関する条例等を廃止する条例については、全員が賛成。

議案第67号は、原案のとおり可決

議第63号

財政課長　　　議案第63号　平成25年度長久手市一般会計補正予算（第3号）について説明

委員長　　　　補正予算書27ページ　香流川整備計画策定業務委託の目的は、全国都市緑化フェア開催に関係しているのか。また、委託内容はどのようか。

土木課長　　　委託内容は、香流川整備計画検討委員会の運営補助、資料作成、報告書作成等である。
副市長　　　　昨年、香流川整備基本構想を策定し、県にも具体的に働きかけている。県は一旦整備したところ、上流部の砂防河川は基本的に整備しないとのことだった。県内の河川改修の事例をよく知った人、愛知県建設部局も検討委員会に入り、県は役割を認識し市の事業に協力してほしい。市町村、県、有識者が委員会を設置し、整備した事例として五条川がある。香流川整備は、五条川方式で全国都市緑化フェアをきっかけにしたい。県、市、地元、河川関係者には、整備後の管理にも協力願いたいので、議論に参加し役割分担したい。
委員長　　　　補正予算書23ページ　保育所整備事業補助金　民間保育所は平成26年４月に２か所開園予定だが、１か所分の予算措置とした理由は何か。
子育て支援課長
土地、建物を借りた場合に補助対象となる。アートチャイルドケア保育園は自己所有のため補助はなく、アイン長久手保育園への補助金分である。
委員長　　　　補正予算書23ページ　学童保育所建設工事設計委託があるが、定員や施設概要はどのようか。
子育て支援課長

定員60人、平屋鉄骨造で170～200平方メートルを基本に検討している。

水野(竹)委員　配付資料では福祉施設建設基金、史跡保存整備基金、地域福祉基金の合計５億6,550万3,000円を財政調整基金へ繰り入れることになっている。補正予算書19ページ　基金積立金のうち財政調整基金積立金は、４億339万円で金額が違うのはなぜか。
財政課長　　　財政調整基金は、当初予算から４億円の取崩しのほか約２億円の繰越しがあり、３基金からの繰入金との差額を計上した。
加藤委員　　　補正予算書25ページ　生活保護扶助費の増加はどの程度か。

福祉課長　　　生活保護は85世帯、約120人で市制施行以降、人数はほぼ横ばいだが、医療費扶助は平成24年度より10件増となった。

青山委員　　　補正予算書23ページ　保育園５園の空調設備設置等工事設計委託は、繰越明許との説明があったが、工事は来年の夏に間に合うのか。

子育て支援課長

上郷、長湫東、長湫北の３保育園は家庭用エアコン、長湫南保育園は業務用エアコンの設置を予定しているが、夏までに完了予定。長湫西保育園は規模が大きく業務用エアコンを設置するが、夏までの完了は難しいと予測している。

青山委員　　　保育園改築計画と空調設備設置の関係はどのようか。
子育て支援課長

園児の健康を考えると設置すべきと判断した。

青山委員　　　生きがいセンター、中央図書館も空調設備の設置、改修工事設計委託予算の計上があるが、省エネに配慮した設計とするのか。

長寿課長　　　省エネに配慮したうえで進めたい。

中央図書館事務局長

ＣＯ２削減22％向上、冷温水器は光熱水費で30％削減と試算。
加藤委員　　　補正予算書27ページ　公園管理諸経費の修繕料は、何が対象か。

産業緑地課長　児童遊園３か所、都市公園８か所の修繕で、具体的には木製遊具のロープのほつれ、安全柵の腐食等である。


加藤委員　　　都市公園は指定管理者制度にしているが、30万円以下の修繕は指定管理の範囲内ではなかったか。

産業緑地課長　県内で遊具の事故が発生しており、市として緊急的に対応したい。
水野(竹)委員　補正予算書21ページ　自立支援医療費(更生医療)の対象者は何人か。
福祉課長　　　今回の補正予算は、人工透析の対象者分が増加の要因となった。
質疑及び意見を終了

討論
反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第63号　平成25年度長久手市一般会計補正予算（第3号）については、全員が賛成。

議案第63号は、原案のとおり可決

委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

午前11時16分休憩
　　　　　　　
午前11時25分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

議第66号

行政課長　　　議案第66号　長久手市都市公園条例等の一部を改正する条例について説明

加藤委員　　　使用料の10円未満の端数切り捨てに改正する影響はあるか。
財政課長　　　利用者の利便性を考慮し、市の方針として切り捨てとした。

正木委員　　　消費税率が上がることで、市町村へ交付される地方消費税率も上がる。安易に上げるのではなく、半年、１年見据えた後に使用料を上げてもいいのではないか。
副市長　　　　受益者負担が施設使用料のあり方で、施設の維持管理費用が上がる要因を持った使用に対しては、消費税を使用料にも転嫁させていただく。この考え方はほとんどの自治体で踏襲される。また消費税が８％、10％のときを試算し、今回の議案とした。
委員長　　　　消費税率５％から８％でどのくらい増収となるか。

財政課長　　　平成24年度決算ベースでの試算では、160万円程度増収となる。

委員長　　　　近隣市町の動向はどのようか。

財政課長　　　瀬戸市、尾張旭市、日進市、東郷町、豊明市は改定予定と聞く。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第66号　長久手市都市公園条例等の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第66号は、原案のとおり可決

議第78号

行政課長　　　議案第68号　長久手市非核平和都市宣言について説明
加藤委員　　　パブリックコメントの結果、「古戦場」を入れてほしいという意見は何件あったか。

行政課長　　　凄惨な戦場になったという歴史があるので触れてはどうかという意見が１件あった。
加藤委員　　　長久手らしさは入れればいいと思うが、後世に残るものなので文章は吟味したほうがいい。非核平和都市宣言と古戦場を歴史的文化遺産として残すことがどう結びつくのか。
行政課長　　　宣言文は内部でよく検討した。古戦場は、ワーテルロー市と平和をテーマに交流を続けてきた。また共同コミュニケにも「それぞれの歴史的遺産の保存並びに継承に寄与するものであり、平和を象徴する内容」という文言がある。それにより「戦争の悲劇を後世に伝えるため、古戦場を歴史的文化遺産として大切にしてきました。」という文言を入れた。
加藤委員　　　長久手の戦いは家康と秀吉が戦った言わば内戦で、ワーテルローの戦いは国と国との戦いである。戦争という悲劇ではあるが、非核平和都市宣言として馴染むのか。
副市長　　　　パブリックコメントの中には、かつて戦いの場所であったこと、長久手らしさを尊重すべきとの意見があった。姉妹都市交流で青少年を派遣しているが、ワーテルロー市は必ず博物館へ行き戦争の悲惨さを伝える。長久手にとって戦争の歴史をどう伝えていくかは、重要な課題と考える。ワーテルロー委員会というものがあり、古戦場は文化遺産であり、悲惨な戦争を二度と繰り返さないように活動しなければならないとしている。姉妹都市としての観点から、同じ戦いの歴史をキーワードに平和を訴える使命がある。これは国を越えて確認されたもので、宣言文に入れることは有意義なことと考えている。
正木委員　　　「戦争の悲劇を後世に伝えるため、古戦場を歴史的文化遺産として大切にしてきました。」の文脈は、古戦場を守るために、戦争を後世に伝えるために古戦場を大切にしてきたということか。
副市長　　　　古戦場を今まで施策に活用してきたかというと、その点はやや薄かった。この文章は、ワーテルロー市との関係をクローズアップしたこと、招魂祭等戦争の被害者に対する弔いを400年以上地域が行っていることが背景にある。非核平和都市宣言後は、戦争の悲惨さを伝えていくことが必要。今後の活動では、ワーテルロー市との共同コミュニケを認識し、ワーテルロー市が行っている仕組みを参考にして、活動に結び付けていきたいと思い文面に加えた。
水野(と)委員　「非核平和」と言えば、広島や長崎に原爆が投下され、被爆者は今も苦しんでいる。そういったことから多くの自治体が宣言をしている。宣言文の最初の文書は、次の「しかし」以降につながらない。非核平和都市宣言は、パブリックコメントをしなくてはならないものか。

行政課長　　　パブリックコメントにより関心を持ってもらい、18人38項目の意見が寄せられた。パブリックコメントを経て宣言をするものと考えている。

加藤委員　　　平和首長会議に加盟（平成25年2月）した理由は何か。
行政課長　　　平和行政の第一歩と考え加盟した。

加藤委員　　　平和首長会議加盟時にこの議案を出さなかったのはなぜか。

行政課長　　　後の計画として宣言したいという考えはあった。３月の定例会で平和都市宣言について質問があり、夏以降に検討したいと答弁しており今回に至った。

水野(竹)委員　「戦争の悲劇」とあるが、当時は戦い、戦（いくさ）と言っていた。戦争という概念は、西南戦争以降と思う。歴史的文化遺産は、何を指しているのか。
行政課長　　　戦(いくさ)、戦争は命を奪い合うこととしては、同義語と考えている。

総務部長　　　歴史的文化遺産は、長久手古戦場が国の指定史跡になっているので、意味合いとして特に問題はないと考えている。

加藤委員　　　パブリックコメントの意見は、賛成意見が最も多い11件であるが、当初案に対する賛成意見である。修正したことに対しては、市の考え方で「宣言後は、その理念に基づき、取り組んでいきたいと考えています」と記載したことで説明できたと考えるか。
行政課長　　　賛成意見11件、福祉に関する記述９件等、多く寄せられた意見に対しては、修正し結果を１か月公表したがご意見、問い合わせは現在までない。

委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

午後０時03分休憩
　　　　　　　
午後０時05分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

水野(と)委員　議案第78号は、全会一致を目指すものと考える。宣言文は、もう少し時間をかけ審査するべきと思うので継続審査としたい。

委員長　　　　水野議員から議案第78号の継続審査の動議が出された。この動議を議題とすることに賛成の議員の挙手を求める。

　　　　　　　所定の賛成者があるので、議題とするので水野委員には説明願いたい。

水野(と)委員　非核平和都市宣言は、広島・長崎の原爆投下が原点と考えるので、この文章はなじまない。もう少し時間をかけて審査したい。
委員長　　　　水野委員の説明に対し質疑はあるか。

ないようなので、議案第78号を継続審査とすることに賛成の議員の挙手を求める。

賛成全員なので、継続審査としたい旨を議長へ申し出ることとする。
総務部長　　　ただ今、議案第78号を継続審査とされたが、宣言文案の修正が必要との意図があると思う。ついては、議案を撤回したい。修正のための時間をいただき、次回定例会以降に改めて提案したいと思う。
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午後０時17分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成25年12月12日

総務委員会委員長　　じんの和子
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